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教と文学しゃうげう
ふみ
そっ巳
る
から
さ
ま
に聖
教
の
｛
句
を
見
れ
ば
、
何
と
な
く
前
後
の
文
も
見
ゆ
。
率爾
にし
て
多年
の
非
左改わ
る
と
と
もあり。
か
ふ
りにいまとの文をひろげざらましかば、
との とを知らむや。
とれずなはち触るるととろの採なり。
心さらに
ごふ
起らやとも、
仏尚にありて数珠左とり経をとらば、
怠るうちにも持業おのづから修せられ、散乱の心ーながらも
じようしゃう マん8ゃう
縄・床に供せば、
覚えやして禅定たるべし。
げさう
事組
も
と
より
こ
った
ら
十
。
外相
も
し
そ
むか
ざ
れば
、
内
証か
な
ら
や
熟
す。
し
ひ
て
不一情な
い
ふ
べ
か
ら
や
。
仰ぎてとれが一尊むべし。
（徒然草百五十七段）
近代以後の日本文学には、
顕著た二つの本一白事実がある。
ま
づ神との対決がないととである。神左斤定して
の歓喜
もたく、神をブ小口一定しての慎悩もない。
それから理想的人間像の飲如である。作品の中から形成されてきた時代典型と
しての性格の創涜がたい。
もっともとの二っとも絶無ではたいとしても、
きは
めてわづかでしか・ないために、
本白で
あるとと 事実が、
すとしでも退転するわけではない。
わが国の現代文学が思想貧凶・知性脆弱であるととの必五の
条件を、
まがふかたたいさ
ういふ木一白事実へ回帰させ℃、
新附一越を提起したのは、
亀井勝
一郎である。
との文学状態
の認識に基づ
いて、
はじめて宗教と文学・歴史と文学・政治と文学・思惣
と文学、
かういふ主題律の泊求が可能にな
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自己個有の
り
、
ただち
に
そ
れは
と
れ
か
ら
の
文
学
発
投
の
諸
契
機
へ
転
や
る
も
のと
して
思惟
し
て
ゆ
く。
し
か
も
そ
の
万
訟
は
、
印昨日mg丘町注目。ロ
と
し
て
解
明
し
て
ゆ
く
。
論証
す
る
の
で
は
な
い
。
身証
す
る
以外
に
は
な
い
かム
t
で
あ
る
。
ーーととにピラトいふ。
「されば放は主たるか。」イエス答へ給ふ
。「
われの王たるととは放のいへるご
としo
b
占めかし
れ
は
ζ
れ
が
た
め
に
生
れ
、
と
れ
がた
め
に
慨
に
来
れ
り
。
す
なは
ち真
理
に
つき
て
証せ
む
た
め
た
り
。
すべ
て
真
避
に
属
す
る
者
は
、
b
が
声
左
き
く
よ
ピ一
フト
い
ふ
。
「真
迎
とは
何ぞ
。」
（
ヨハ
ネ伝
第
十八
章
）
イ
エス
は
容
へ
や
、
黙
然
と
し
て十
字架
へ
の
ぼ
った
。
イ
エス
にと
っ
て
、
十字
架
そ
の
もの
が
、
回
答
で
あ
っ
た
。
問
ひ
方
が
痛
切
であ
れ
ば
あ
るほ
ど
、
受
難
の
い潰
を
物
線
・漂
泊・
遍
歴
し
たけ
れ
ばな
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
の
場
合
に
ただ
人
間
凝
視
の
明噺だ
けが
、人
間左支へて
くれγのわであらう。
疋しく真理へ導いてく
れるにちがひない。
さういふ真理追求が一生命賭し
て兵証
しつつあるのは、
亀井勝一郎の著作活動そのものである。
ーlわれは泊なり。
真地危な受叩たり。
（ヨハネ伝第十四ぬる
ピュ1リグ一一ズムへの不…倍賞常として、「チャグレ1夫
人
の恋人」が
あるoヨーロッパ近代の文学は、キリスト教持脆
陀対ずる抵抗去じて、まさに文学そのものの級相がいと
のやうであらうとも、すべて背教者窯識の上に展開し
て
ゐる。
キ
リスト教の中枢左注すストィシズムに抑圧され閑寒させられて、
人間実存の責任から
、
かの蟻烈た無神論さへ
さけび
上げられるのである。既成の宗教休系に呪縛され、
根度に神聖一化させられて偏筒歪曲した人間は、
人間条件の否定を
目的とさへしてゆく。
ととろが人聞にとって神型化して生き、なければならぬ必然世はたい。
ど
と
までも
人間は人間と
し
て生
き切
る
とと
ろ
に
、
存
在
の
現由
が
あ
お
。
神
と
は
何
か
。
神と
は
人
間
に
よ
っ
て
設
定
され
た
超絶関
係
に
ほ
か
な
ら
た
い。
神
を
無
限
定
の
も
の
と
す
る
とと
そ
の
とと
が
、
す
でに
一つの
限
定
法
で
あ
る
o
さういふ
無
限
定
化
さ
れ
た
神
が
、
人
間
左
限
定
し
てくるととろに、宗教成立 場がある
。人
間以前に、
神が
あるのではたい。神は人間以後
に、人間以外のもの
として、
人
間
と
同時
に
併存し
て
ゐる
わ
け
で
あ
る
。
神
が人
間
をー
創
っ
たの
で
は
な
い
。
人
間
と
そ
神
の
創
造
主
で
あ
る
。神
と
は
非
人
間
で
は
た
く
、
超
人
間
で
あ
る
。
人
聞
が人
聞
を
超
えた
部
分
で
ある
。
そ
の
高
次元
と
し
ての
名
称附
与が
、
神
な
の
で
あ
る。
人
間
が
超
人
開
化
す
る
ととは
、
微
妙
の
関
係
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
超
人
間と
し
て
人
間
を
逆規
定
し
は
じ
め
る
と
と
ろに
、
人
間
性
の
抵抗
が
あ
る
。人
聞に内在するものとしての人間性は、
峻厳に神性とたたかふ
。
「われ思ふ。故にわれ在り。」（デカルト）から
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「われ抵抗す。
故にわれ在り。」（カミ1ユ）へ。
神性にむかつて反峰してゆく人間性の苦悶と敗北、
交がん歓喜と愉
悦とが、
近代以後における人間復興の課題で
あらミ。
文明批評の発生である。志十形成の座標軸
である。
宗教と文学との関係は、マリアとヴィーナスeキリストとγポロ
・ヘブライズムとヘレニズムとの関係であ為一。かう
いふこ商の交渉と相刻とは、
ヨーロッパの精神発肢の系譜であった。γリプの叫ん一周衣がはがされてヴィ
ーナス
へ
、キリス
トが十字架から降されて’ノポけ
へ、
ζの転身方向が、
中世否定
の具象化として実践された。
人間は神が居たくとも、
存在が可能に・なったのでるる。美の創治危透して
でるる。
ヘブライズムとしての宗教に対決し
て、
ヘレニズムとして
の芸術の硲立である。神の廃止同一次元に美の座主設定した
のである。
それで芸術的であるととは、
反宗教的で
ある
ととでるみο芸術か宗教か。
とのこつは、
左右の関係であっても、
上下の関係ではたい。
ζの…削減伎の距離は、
無窮
である
。
しかも宗教が芸術を糧とし、
芸術が宗教から学
ぶのである。
γリ一Jもキリスト
も宗教作品であ
る
と同じく、
ヴ
ィ1
ナス
と
一ノポロとは芸術作品である。宗教は絶対唯一者にして不可説不可称な
ものへの帰依を要請する。ヤリスト
教の合初出において、
ととさらさうである。
多神教的である
ととろの仏教に徴しても、
如来とい
ふ畷劫の余一性を規
定し、
人聞の自己超克を芯向させる。
もともと人間の実休が
、不
安定・矛盾・謎妄であり、「世間虚仮15
上に架けら
れた虹のや
う
たものである。
との虹とは、
祈念の七彩のいぶきであらう。宗教
へ参
枢奉仕しようとすれば、
芸術左裁
断排除したければたらない
。
γリγであるととは、ワィlナスであることではないoYリγは神的である・ならば、
ヴィ
ー
ナスは魔的である。
その課勉は‘
二羽選一である。
マリγは憐悔の長象であればR
ヴィーナスは誘惑の対象でるる。
きはめて合略 十リ
ス
ト教が、
もっとも
非合羽的でるるとむろの処女受胎の事実を経験
したマリアが一通し
て
、
罪と罰との奇心識にをの いてゐ
る。
いかに装ふとしても、
実のととろ姦通であ為。
キリスト教がどれだけ繋現しよう
としても、
それは不可能であった乙の事実の上に、
イエ
ス
の悲哀が側々ともる’わけである
。
神は肉休左もた・ない。肉休をもっととは、
神として存在し得なくなるととである。肉体を無限定のものに化すると
とが、不可能だからであ為。神が神であるたとは、
さういふ不可能の以前・以外でなければならない。有限のものと
しての肉体左、
無限の
ものとしての神が所有し・なけ
れば
なら
ぬのならば、
かう
いふ必然は、
「死」の条件を前提とす
るとEとたくじて、思惟されぬととろであらう
神の死とは、
いかにも人間的である。死守一思惟するととろに、復活がさ
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らに条件化される’わけで
あらう。神
は復活を経て発展し形
成される工誌をもっ
。
つまり神が、
人間の軌跡を辿る
ととに
よっ
て
！
神
化してゆくのである。
神と
は
人聞によって創治された
F存在の意味である。との契機の関係を形象化したのが
マリアである。
マリアの子としてのイエスが、
死から復活を可能にするとと
によって、神
性を顕現し得たのである。
さ
う
いふ神性勝二小のモメントは、
マ
リ
アを媒質とし・なければなら
・な
かった。復活新生へは、罪と罰とが、
前提陀
な
ら
たければたらない。
キリ
ス
ト教がほろびる師団阪まで負は・なけ
ればなら
ぬ宿業は、
姦通一事実の処当であ
る。いはば姦通は、
γルプァであ
りオメガであるととろの人聞の宿業である
U
さういふ問題解決として提起された傑作の一つが、
トル
ストイの「υノロ
イツェル・ソナタ」でるらう 晩年のトルストイが、
敬度なグリ
スチャンとな
っτ、
ス
トィシズムの
立場か
ら、姦通守一
人間悪の至上醜として措くに至った作品である。姦通とは、
エロスの前界が一対一でなく、
一対二以上の人間関係に
弘布
いて
成立する場合の汚名で
ある。いふま
でもなくいつでもとの一であるととろのものは、
女性である。
「γン
ナ
・
カレニナ」、一ーボヴァリ夫人」も、
マリアの近代
版でるらう。
かういふ作品が形成される社会基盤の諸分析
は、
五細
にわたって遂行され・なければなら
ない
けれども、
まづ第一
に、
すべて男性が罰せられないのは、
どうい
ふわけなので
あらう。
あたかもマリア
に
キリスト乞与へた！l男性と推定される
ととろの！
！神が約せられないのと同じゃうに・：。
父系制の優位からで
あらう。姦通の作品序列
ではじめて罰せら
れ・なかったのは、
チャタレ1夫人であ
る。
ヂャタレl
夫人以後二人聞がマリγからゲィ1ナスへ転身す 可能低は、証
明されたのである。
キリストの悲哀は、罪の子とし
て
である。だが罰せられぬ父としての神は、いかにもγポロ的でる
る。
チャグレ1夫人の恋人のメラ1ズは、その最近
代版であらう。「クロイツェ
ル・ソナタ」には、
クリスチャンとしてのトル
ストィより
も
、芸
術家としてφ
ト
ルスト
イが躍如としてゐる。問題の微妙は、
まさ
にとの関係にるる。姦通の断罪意識
を超えて、
エロ一アィ
シズムの深さ澗さ
が
、生
彩巧綴に表現されてゐるととである。宗教と芸術との
苛烈な相刻の結果である。
もしト
ルストィがキリスト教
と
た
たかは・なかった・ならば、
単にエロティ
シズムの小説として終ったであら
う。
むしろ姦通の悲劇が、
むれほど無比
に
γ一ロスの美を表現じ・なかったにち
が
ひたい。
キpス
ト教に基づくカタルシスの対象としての
姦通と姦通によるカタ
ルシスと
してのキリスト教とが、
交錯する康標軸上の切火そのものである。俗の閃光と美の閃光とが：・
。
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キリスト教が姦顎を罪悪として裁き罰するのに対し、また仏教もとれを罪－惑として思惟する。けれE
も
そ
の
思惟
は、
無常観
に
由る。快e楽の代償として、老醜敗残といふものを凝視させるので
ある。
じかも快楽とても、
無条件な
のでは
たい。匂摂条
件として絶えや苦痛k伴ふ。
ヘドニズム去死の意識とは、
表蒸してゐる。
しゃう
ぞノめい
ひぴ
11入、
死
を憎まば、生を愛すぺし。存命のよろとび、
日
々に楽しまざらやや。
おろかなる人、との楽しみを忘れて、
たから
たふら
いたづがはしく外の楽じみをもとめ、
との財を忘れて、
あやふく他の財をわさぼるには、
志みつるととなし。
生けゐ問、
生左楽しまやして、死に臨
みて
死一を恐れば、との理あるべから十。人みな生
を楽しまざるは、
死を
恐
れ
ぎる故なり。死を恐れざるにはあらや、死の近きととを忘るるたりoもしまた
法一一
死の相にあづからやとい
はば、
まととの
理
危得たりといふぺし。
（徒然草’九十三段）
神が宗教で
は寓物の尺度であるけれども、
芸
術は人間をもって高物の尺度とする。宗教がヱゴを放棄してゆくとこ
ろからはじまるけ
れども、
エゴ左宵定して人聞の主体岱
・
自体性に即さ・なければ、芸術は成立したいのである。表現と
は創造だからであ 。宗教芸術と っても、
芸術の範鴎に属する。宗教的素材
は芸術機能としての創浩工程を経て、
す
マに宗教的素材から超克されるからである。さういふ超克の方法が大きければ大きいほいと、
芸術
としての価値
が
高
ぜろ
まるのである。芸術に、おいて、
作品だけが全一のものであり、作家は零と化す。作品秩序
の主人公だけが活かさ
れて、
作家は減却す示。宗教芸術のうち
宗教家が芸術主創作
してゐることがある。その刻々秒
々は宗教家としてで
なく、
芸術家へ転身じてゐたのである。ダンアとグ1一アとに徴して
も、
明かであらう。ダン．ァはキリスト教徒であった。、ゲ
1一アはキリスト教徒では・な った でもとの異教使徒の偉大は、
キリスト教そのものをも、
美的に・人間的に観てゐ
ると
と
であ為。いかにも宗教的ではある。
だが宗教個有のどのやうた厳粛主義からも禁欲、壬義か
らも、
まるで解放さ
れてゐる。、が1Jアは「・悶然」の
と
ほりであった。
ちゃ
うど自然がさうであるやうに、
すべてに自由であらうとした近
代人であった。かうい
ふが1一アを内村鏡三は憎んだ。との抵抗は、
が
1
γに対してであらうか。もしかす
ると、
自己
そのものに対してでは・なかったか。
宗教は彼岸・天上
・
来世に実を結ぶもの、
芸術は此岸・地上
・現在に紘一咲くものであらうo宗教
は
普遍l波我ーに
参入させ、
芸
術は伺ll、壬我ーーを創作す為。宗教の木質は金一一性でるるけれ
ども、
芸術のエネルギーは多様性
の
無限
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分化であお。
「他」化の幾何級数でさへあらう。ヵトリシズムに対するヒ
ュ1マ一一タリアニズムでるる
。神の子・人
の
子としての十字架上のキリストが、
むの
無阪の二律背反の軌跡を同次元として享受したととは、思窃色。ロであった
。
ヒューマニズム以後の新民間ブ日目プスダンディズムは、
カトリシズムの庁一定立であ為。
ヵトリシズ
ムの外敵は、
マル
キシズムであるbけは・泣い0・序列がちがふからであ
る。
プロ一ア
ス
タン一アイズムとそ佼滋のその
名に佃し、ヵトリシズ
ムそのものが負は・なければならぬ復讐の胎生であった。
おらくる
えぴ句、らむ
神の所在一証明は、福音蓄に‘おいてしかーなされない。
仏も同じく、経典以外のととろでは・なされない
。付託と箆…一古川とだ
けが、
神たがらである。すべて偶倣は、
その餓楽である。神のととば・仏の
ととばほど、
地上で完緊のものはない。
仮りに完嬰でたいとする・ならば、
神も仏も不完全のものになってしまふ。一章句といへども、
段示だから
である。砕
示とは、無時間のも であ 。無時間でるるととは、
完一墜でるるととと等しい。
知性の窮似俄だからである。
宗教が求訴一のス
ト
ィシズム左品目憾としてゐると同じく、
芸術は問中八端のエピキュljy一一ズムを血肉としてゐる。
ス
トィシズムが人工たらば、ヱピキ 1リγ一一ズムも虚構である。入間に関する‘予定と
れ円，定と〉
ともに三つの烹味の方向
に、人間を限定してゐるととは同じい。人聞の可能性を追求する実誌の場として
：・。
けれいともい
づれの場であるとして
も、絶え十疑惑・池松山女・Am一機の瞬間・利那に踊されつつゆく。条件反射として加速度的に過剰へ転じ、
耽泌があり、
偏筒を呈ずお。
人間の木賞が慮似であ匂のための盲執現象であらう。
ペシミズムもJアカダ一一ズムもニヒリズムも、
おの
づから起る’わけである。
だが、
とれらを超えてゆく背後のものの所在をも、
知らたければならない。
瞭
劫の凝視力の
認識である
。
帰依とは自己放棄による自己確立であ為。仏生即我生である。
との「即」の関係は、
円融の法則
に
慕づく。
キリス
ト教の非寛容に・比ぺて仏教は寛容であ
お。
キリスト教は「対決」であるけれ左も、
仏教は「即」の可能を説く。
と
と
に自力強一議門でたく、
他力安一泊門の序刈においてさうである。対決をも「無常」と矧やる。粥陀如来が「大悲」を誘
発する随縁である。大悲のゆゑーに大慈がある。摘陀如来 本願 松一一日願は必至のも とならう。始原の蹴陀如来から釈尊へ龍樹へ善導へ法
然
へ親驚へと顕現じた順次生の相念が、
久深一劫に伝承されてゆく。
かういふわづかの宗教的天才だ
けではたい。衆生群献の一切が包摂さ
れてゆ
く。宗教的天才さへも、衆生群磁の個々でしかない。むしろ衆生鮮頑といふ
-44 -
ものが・なければ、
如来生そのものはないで
るらう
。「
一切衆
生
悉有仏性」。無限生への帰納還元の可能
は
、如
来
生
に
即して、
群磁の個々に内発する。愛の機能に基づ
く。
「即」の関係は、
非論理・反論理ではな
く、
先論理・超論過で
ある。煩悩即菩提、
いはば信と美との相刻は、
愛の刀グルシスヘ転する03・58
か
ら勺∞－一ω色。ロへ。
さらに3・ω位。
ロ
↓
乏かう
げん
問gR50片山Oロ
↓ω包ぐ注目。ロの方式へ。菩提は廻向に伏目。。往相と法相と：・。往相とは対決である。
「死」を経て浄
工＠天寿国の訟身に化するととであ
る。
とζろで濯相とは、
法身としてふた
た
び現身をポすととである。衆生
鮮
蔚に
伍して他左投ふ託回収となるためである。往相だけで還相がないのならば、
断胞があるばかりである。小乗の限界に
と
どまるでるらう。
相念伝承の可能は、
往相そのものが法相左内在させてゐるからである。
借りや・2
11ひと
へに
紘一楽往生のみち；：：いづれの行も、およびがたき身
なれば、
とても地獄は一定
す
みかぞかし。（歎呉抄）
11われとして「浄エへ参るぺし」とも、
また「地獄へ往くぺし」と
も、
定わべからや。
：：：われ地獄に陥つとい
ふとも、
さらに悔しむ念あるべから・チ0・：ただ地獄
なりといふとも、
故mn人のわた せたまふところへ参らむ
とおもひかためたれば、
「一一賢一患の生川、
わたくし
の定むるところにあらや」：・とれ自力炉一
すてて他力に帰する
すが なり
o
（執持抄）
往相が地獄であるとしても、法相によって地上に能楽天寿闘が形成される可能性をもっ。
機七一が浄よしし化してゆく。
大乗の菩薩行である。
この無般大の発投形象が、如来
へのゾレンである。伶身と化身と即身と、
さうして成仏へ。
教
↓行↓信↓証。すべて如来の大行である。
人間危機が如
来胎動のそ一ノィ
1フである。主口磁の諸行を根源において統盤しんげ・コ
ヤわλげう
してゐる如来生に、
すでに人生は包摂されてゐ
る。
とれが覚知であり、
信楽・
願楽であらう。愛の絶対純である。
仏
教の究～件の精神 いたすととろである。
や生
ひ
ーl菩薩は衆生のためのゆゑに、
生死に入る。
生死るれば
、す
たはち病ありo
もし衆生、
病を離るるを得ば、
す
な
や
はち菩薩もまた病むこと・無からむ。衆生病めば．
菩薩も病み、
衆生の病一癒れば、
菩薩もまた癒ゆ0・：ζの疾は
何の所悶より起る。菩薩の疾は大悲乞 って起る。
（維摩経問疾口問）
相念は間一信から発する。相念に拾身し
即身して道統をつぐ。
道統は血統である。
さ舎
あと
11前に生れむ者は後をみちびき、
後に生れむ者は前－Kとぷらひ、滞一続無窮にして、
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願くは休止せざらしめむと欲
す。無辺の生死海を謹さむがた
めのゆゑたり。
（安楽集）
「引用と
は
血統の樹立を意味し、
血統の樹立はまた出会の歓喜を意味する
OL至心聴聞から至心信楽へ。救済
の
可否・
有無は問
ふととるでた
い。
罪を計量・分別した
い
からである。
キリスト教が
いふ
赦す
・赦さぬの設定で
は
な
い。
信と
不信とに関する神の最後の審判のやうなものはな
い。
仏陀の無始劫来の凝視に遍照されてゐ
るからでるる。
如来生
と
は、
無償性のもので
るる。大慈大悲の誓願のゆゑに、摂取不拾だからでるる。如来生の顕判明は、単一に宗教だけ
に
限ら
れてゐるのではない。如来生に、お
いて
は、
反宗教的であるととろの芸術さへも包摂されてゐる。宗教を普とし、
芸術
を悪としても
、ま
たこの逆でるっても、
如来生に徴して同貨だからで
ある。宗教
とい
ひ、芸術と
いふ
立場に即して、具
相でるるのにすぎない。宗教は仏陀のも ・芸術は人聞の であるとして
も、
如来生即我性のゆゑに、
二つながら
同次元φもφ
であるo宗教が俊一伎のものと
して
、
持愉伊
ゅ
なたに設定されな
ければならぬ条迎は、
いさ
さかも在り得
ない。宗教が信の境地に、
去術は美の境地に、
「自然訟繭」として在るので
ある。
人間が人間でるるととの本質は、
祈りをささげもっととでるる。
混沌未発の生の諸相な辿り・ながら、
自己を形成し
てゆくアルファにしてオメガのモメント
は、
との祈りつ
つるるととろの弘実そのものである。
始原から
の潔泊・紡
徳・遍歴が蹟劫につづく。祈りとは 無償ρおとなひでるる。
けれ
どもかういふ無償のおとなひだけが、人聞が一創造し
てゆく。
人聞の天来の軌跡と一瞬一刻の当為とを結合させもし
、離反させて
もゆく
場に、
祈りが成立する。生独目C強
烈な抵抗力によって、
転身・新生が可能になるためでるる。天来の軌跡
とは神曲、
一瞬一刻の当為とは魔世で
る
る。
人聞はとの神と悪魔との総和で
るる。悪魔は不定
・異端・変化・有限・具体の
も
のである。
い
はば肉体モのもの
でる
る。神を霊 いってもよ
い。
との霊が、
肉体との関係左断絶もさせ、
超克
もしてゆくととろに、
霊としての機能を
も
っ。
したがって肉体が肉体でるらうとし
て、
霊とのるひだに葛藤を生十
る。
同一援を精神と
いっ
て
もよい。精神が肉休を
否定しよう
と
すればするほいと、
肉体は反逆
する。
さういふ精神と肉体との．
デγレグテfクを経て、
人間の生命が創造
工程をも
っ。
人間の生とは、
とのデア
レクヂィ
タを賭けつつゆくほかの何ものでもな
い。
賭けつつとは、
祈りつつ
と
スイ
ノニムであ
る。
人間
性を解放すれば、
ペ凶E
エゴイスアィツグになるだけである。無数の状態に拡散する。能ふかぎり変化して具体化す
る。
さうでなければ、美は生れ
ない
。美は瞬時にして減却する機能でるる。
美的とは、主我的とスイ
ノニムでるる。人間
性を解放すればするほど、
美的に
たらう。無
数の美の創造である。美
の座は
神の康をねらふ。
だが神の座は唯一でる
る。美の康は無数であ
る。
無
数とは無常でるる。美は無常であるわけであらう。美をヱロ
ス
と比仏慨してもよい
。一一μス
が無常でち わけでるる。美も正ロスも、
快楽の
もの・犠牲が」強ひるもの、
だから罪悪のもの
である。耽美、王一識が悪
魔主義とも通ふところ あ を追求する
ものは、
同法八端の使徒である。
しかも異端は、
抵抗によ
っ
て促される。と
の抵抗は、
孤立化し’なければならない。
まづ反社会的・反時代的になるととでるる。
さういふ否定を超えて創造する
のでるる。
さらにエロスを愛といってもよいであらう。
しかし愛には‘
信におけるときと、
弘一一へ
における場合とに、
ち
がひがあらう 一慌の愛は．
女を女としてでなく、
隣人としてみる。美の愛は、
女をまさに女とし
て、
その
肉体へ耽溺
させやにはおか・泣い
。そのモアィ
lフは誘惑でるる。
ファψストに対するメフィ
ス
トアェ
レスの手段は、その典型でる
った。美の愛 、神へφ背信の犠牲 してで る。神からの況を意識したいでは、在り得ないものでるる。美しいものほど、神から呪はれ 。美もエロスも、
罪患の可能を内包してゐるのは、
悪魔の序列
に属するからである。悪魔の協
力がなければ、
創造されたい。かうい
ふ創造工粧が、
芸術と
よばれるのである。
それで芸術と
は、
悪魔と
ス
ィノニ
ム
でさへもるるわけでるらう。トル
ス
トィが肉体の思魔を神の名によって裁いてみせたのは、
「グロ
イツ
ェル
・ ソナ
タ」 あった。
だがその裁き方
は、
宗教的であるよりも、
いかに芸術的であるととか。とと
に
宗教の立場から裁くの
に
、芸
術の形奴をかりるとは、
いかにも芸術家である。トルストィφヒューマニズム
に出る。
かういふ矛活を矛盾
と
して、
どの位相における大肯定の苦悶か」生きぬいてゆ
く
ところに、
祈りの本質がるる。
I 
歴史と文学
「膝史」そのものは、
自然物のやうに容体として夜るわけのも
のではない。
人聞の主体他に即して、形成さ
れて
ゆ
く苓象の金工程をいふのでるる。
かういふ思惟の方法の一つに
、「古典」といふ概念規定がるる。
との「古典」とは、
書巻の形式におけるものにだけ、
用語化してゐるのではない。現在以前に生起した心象一切を呼称する術語として、
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享受してゐるのである。
また懸史が、
超時｛合性のものとして‘
完全に無限定であり、
かの過去・現在・未来といふ方
便論とは、
本質に徴していささかも関係がないのと同じ軌跡の上に、
この「古典」もるる。
生の形式が、
一事象
と
して
持続してゆ
く場合を一l隠史ー一、
それから心象として回帰させてゆく時には一ー古典いといふやうに、
まづ類別をしてよいか
もしれない。
けれども「生」の内容に‘おいて、
との一事象・心象が、
全く序列を具にして実存するのではない。
まさに
たて
よと
精神の構法守支へる経と緯と 関係にある。
「風土」・「風物」といふ概念が、
さういふ生の形容一致乞如実に一ぶし
てゐ
るわけでるる
。さ
らに
「古守」は、
との風物の中の一つ
の具体的なものである。
しかも「大和」といふ問題振起
におけ、Qものとしても
特殊化されてゐる。
さうしてかういふ
具体・特殊を処理してゆく立場ζそ文学そのものたので
ある。
「；・誌」といふのは、日本文学上ρヴャ
ンルの一つに属する。「 ：記（紀）」・「：・集（抄）ι・「・：物語」とい
はれてゐるものと同じいのでるる。奈良朝の胤主記でも、
・百代中国から伝承した「小説」といふ概念に入るものであ
る。
近代の人女池遊学の方式で
はない。英語の〈；－qasvといはれてゐるととろの類概念であって、
〈；－Hoqv
vといふカアゴリーではたい。
人間といふものは、
精神を回帰
させ
、遺
体験するζとが‘
可能である。
自己の精神史に即しては勿論、
民族・社会
・国家の
歴史的一品象をも、
その一つ一つの既往芹透視し、
さかのぼって再現してゆけるのでるる。
・なるほど順次
に見
てくるととも、
ナラタlジュの一つであるが、
「形式」といふ思惟のな場を徹底させれば、
その発生の順と回帰の逆
とが交錯するところの座標軸上
民、
古典的実仔・廃史的現在が、
心的以・事象の場として依世づけ得
られるであらう。
史蹟をたづねる目的は、生汚環境がいかに人間精神宮形成させる云一ノィ
1ソとたって
ゐるか、数一以の伝承の過税を経
てさら’に何ものを展開発達
させてゐるか、
またどのやうに変化退転してゐるか、
かういふ命一簡を追
求解明し、それぞ
れの史的可能也に即して内界
に再現して見ようとするためであ
る。
したがって史蹟はも
単に自
然ではない。歴史的自
然である。
感官の度が深甚で
あればあるほど、
さらにそれが俊敏であればあるほE、壮既に
知性化されて、
人間哀歓
の真
実出が、むしろその著作家の精神自叙伝としての意味をさへもって成立してくるのである。「大和古寺風物誌」は
さういふ代表作の一つでるらう。旧版は昭和十二年から十七年に至る六年間の巡歴の記で ったが、
改訂・増補版で
は、昭和二十年の九月か 十月 かけ の新文章三篇を加へてゐるoむ 戦争突入から敗戦におよぶ日木の最，悲槍時代
一約一
いかるがのみや
に身を処し、斑鳩宮・法
隆寺
・
中宮寺・法輪寺
・薬師寺・唐招提寺・東大寺
・新楽師寺に関する側、々の思索令｝通じて、
自己の人間復活そぼ痛烈に祈念してゐたので
ある。
「飛鳥の祈り」
・「白鳳の光」・「天平の花華」の三論文が、
さ
ういふ求道の精神の骨賂であらう。新版に際し
、斑鳩宮の条に「書簡」、中宮寺の条に「徴笑につい
て」、東大寺の条
に「君臣相念」左増補して、
「：：：詩篇「講堂の社
」（東大寺）に若干の字句修EP－試みたほか、全部そのままにと
Eめた。修疋の必要は認めや、
た
だ誤植訂疋に留意した：：：」と最後に附記してゐるだけである。との「修Eそ認めや」
とする判定の根基、
またかう
い
ふ気鋭の背後のものは何であらう。
人々よ、
銘記しーなければならない。天皇否定説に
対するE攻法のプロテストである。ずなはちとの成書の末篇で
いふ
。
（ζの文章は、「亀井勝一郎著作集」巻四には、
省略
さ
れ
て
ゐる
。
著作集
を
も
って
、
決
定版
と
し
て
ゐ
る
のであら
う
か
。
）
11宗教に、おいても芸術に、おいても、
真に偉大な天才と申しあぐ
べきは、
わが国に－おいては天皇のみ。諸仏法顕諸
寺浩営をみても、
るるひは高装集に一致しても、
所詮は御悲願と御製の右に出づるものは絶無である。飛鳥白鳳
おほみい
づ
天
平
三
代
にわ
た
る
宗教
と
芸術
の
未曾有
の
開顕
は
、
ひ
と
へ
に
歴代
天皇
の
大御稜威
の
然
らし
め
給
ふ
と
とろ
で
あ
っ
て、
推古天皇た白びに上官太子、天武天皇、
聖武天皇悉く御一身を賭し給ひて、
あの危機の深淵の上に絶妙の
花華
を
開
か
せ
給
ふ
たの
で
あ
る
。
大和古寺を六年間巡払して、
おまへは結局どんた悦びをえたかと問はるるなら、
：・天皇たらびに太子の御悲願
の
博
大にふれ
奉
っ
た
と
と
だ
と
私
は
答
へ
ょ
う。
るらゆる
疑念
や
初復
にも
拘
らや
こ
れ
だ
け
は
確
だ
。
し
か
し
こ
の
御
悲
願
に
、
い
っ
と
も
な
く
私
を
導
い
て
行
っ
て
く
れ
た
の
は
仏
で
あった。
l
昭和十
七
年冬
ま
さし
く
「
帰依
と
復活
」
と
に
立
ち
到
っ
た
自己証明
の
結
句
で
る
る
。
し
ひ
てな
ほ
さらに
解
、説
す
る・な
ら
ば
、
ーl過去と現在といふ問題守
、
むとさら哲学的に穿撃する必要は唱なからう。要するに私は仏を愛し信ぜざるをえ、な
か
っ
たのだ。
と
れ
が
一
一切
で
あ
り
、
愛
と
信
のあ
る
と
とろ
に
、「
過去
」と
い
ふ
と
と
ば
は
消
え
て
すべ
て
現在
となる
0
・：死と
い
ふ事実によって愛を忘却するととが出来る
であらうか。
むしろ死によって愛の切なさιゲ二唐痛感する
であらう。死はまととの愛をよび起す。
すでに肉体は滅びて、
しかも我々
に
愛情の涙P流さしむるもの、
それ
がまととの生命とよばるべきpでは・なからうか。
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とKだま
！！古
典に
ついても
同じ
とと
がい
へるであら
う。
作者
の肉
体は滅
びた。
し
かも
彼の生
命は
号一口霊となっ
て後
代
の我
々
に無
限
の愛
情
を
めざめ
しむるο
何
らか
の
祈念をも
って
接す
る人
に、
確乎と
し
て答
へるも
のが
必ゃ
ある
のだ
。
．
とと
に怒
始せん
とす
る決
意
がす
べ
て古
典や古
寺に向は
んと
する
もの
の根
本態度で
は・な
から
う
か。
ll仏
像守
語
ると
いふ
とと
は、
古来わ
が国
に
はたか
っ
た現
象で
るる
。
仏像
は諮るべ
き
もので
は
な
く
、拝
し祈るべ
き
仏身
に
他な
ら
や、敢てと
れ左
語る
には仏
とひ
とし
く長
年月
の
難業苦業bg経’な
け
ればなら
ぬ0・
：代
々
の祖
先は、
その
前
にひ
れ伏
して
、
己の
悲
願を告げ、
救ひ
左求め、
畏れ
慎ん
で
と
れを一尉子
の深
奥に拠
っ
た。
ずな
はち
仏像
は
像で
あ
るとと
もに
、そと
に
は祖
先の悲
願
が宿
り
、生命
の坤
吟が、
飲
歌が
、祈
り
がと
もっ
て
ゐる
霊た
のだ
。
千年
の
歳月を経
た諸
仏
掘は
、千
年の聞
にお
ける人
聞の祈
念の
息吹を吸収
して
ゐる
。
仏を揮す
る
とは
、や
がて
祖先
のい
のち
を
賭し
た
おもひ
を揮
する
と
とだ。
死に直面して我
々
の愛が
切に
よ
みが
へ
るやう
に、
すでに肉体
の滅
した祖
先は、
おも
ひを
仏体
に残
すとと
によ
って
、
ふた
たび
我々 に
その
志
を
継ぐと
とを
告げ
る
ので
ある。
と
の願
左我
々
は虚心
に
享けねばならぬ。
すべ
ての
古
典乃
至
歴史に通
やる
道では
・なか
らう
か。
ーl
仏教
の根
源に
ひ
そむ
もの
も、畢
寛は
かか
る意
味での
歴史で
ある。
それ
はあ
る仏
師の
制作品と
して
現
在に残
って
ゐるの
ではな
い。
そ
の仏
を念
じた
人の
、無量
のお
もひを
うち
に秘
めて今日
ま
で侍立し
てゐ
るの
であ
る。
我々
に
とっ
て
の大事
は、
祈り
によ
っ
て、
仏体
の内J奥
に陰
臨調す
ると
の
願に心をい
たし
、
それ
ぞ自己
の願
とし
て一
体とな
ると
では
・な
からう
か。
かう
いふ自
問に
対し
て、
どの
やう
な自
答
が注
され
てゐるの
で
るら
う。
111確
然た
る現
実的効果
がる
るか
、
つま
り救ひ
は
確約さ
れる
か否
かl
も
とよ
り「
私」
のは
から
ひと
すべ
きと
と
では
たい。
真の愛
は、
愛の報酬
を
問は
・な
いでるらう
。真
の信仰
は、
信仰
の功
徳を計算し・な
いで
あら
う
。ず
なはちそ
れは無
償の
行為であ
る。
との完
き自
己
淡却、帰依の
心の
みが、
実
は復
活の唯
一の道
たの
であらう
。復
活す
ると
いふ
安心で
はな
い。
むし
ろ
それ
は
「私
」に
はわか
らぬとい
った
方
が正
しい
。私
が大
和の
古仏
を
拝し
、
祈る
とと
が、
ど
の
やうな意義
を
もっ
て
るらはれる
のか
、救
ひ
があるの
かない
のか
、
乃至
は
と
の現
世に光明
乞
もたらす
か
どうか 私
には
むろん一
一一口
へ
たいので
ある
c後
世より
みて
無意味
でる
ったと・な
れば、
そ
れまでの
とと
でる
るc
ただ
白
分の
修
業とし
ては
、し
か
もな
ほ悔ひ
ないだ
けの
勤い信仰
を大
慈悲
によ
って
与へ
られ
んと
とを祈
るの
み
でる
る
0・：
すで
にと
れ
は無
比の悟
遼
でるる
。
もう
とれ
以上
に
刊とう
いふ
と
とばが
つけ
加
へら
れよ
う。
古人
と自己
とは、
同心円
上に
在る
。
いとの
一
点乞
とっ
ても
、
過去
と現在
の
接点で
るる
。
結局
の
ところ
同形等質
にお
いて
ある
。
飛鳥
・白
鳳・
天平
の
歴世
も平穏
の時代
だ
ったの
で
はない
。
内外
ともに
多事多端
、
ときに血
挨
間の懐
惨た
相刻
がく
りか
へ
され
、こ
とに国
民の
窮乏
災
禍いち
じるし
く、
また思
想の昏
迷はなはだし
く、
いは
ば
危機
の連
続で
あっ
た。
しか
もさう
い
ふ唯
中
に
立っ
て
、
国民同胞す
べて
の
苦
難と
悲願
とを
一身
に担ひ、
とと
ある
た
びに
神道仏
法を
崇め
、
ひ
たす
ら
国家
の
安泰と国
民の
幸福
とを祈
念さ
れた
推古天皇や
上宮
太子
、
天武天皇
・聖
武天
皇の
御生
涯を
、
亀井
勝一
郎は
おしの
びす
るの
であ
る。さ
らに
悲
槍友
生生
流
転に
処し
て
も崩
る
ると
とな
く、
ど
のや
うな
地獄
をものり
超えて
、
薄綿
と継承
さ
れつ
つ
き
た日
本民
放
の
強烈
友生
命力
を讃
嘆
し、
友ぼ
すべ
ての
苦
難の
先
登に
は、
つね
に天
皇があ
って
、
高民
の
和を
祈
念
され
る姿を仰
ぎ、国
体の
尊厳
令｝感
銘
するの
でる
った
。
との
「君
臣相
念」
の場
にお
ける
側々
のパト
ス
が敗
戦の
直後、
「陛
下に
捧ぐ
る書
簡」
乞し
たた
めさせるに
至
ったの
であ
る
。
懐しき
陛下
よ、
悲
し
む
べ
き
戦
乱
の
日
が過
ぎ
て
、
い
ま
久し
ぶ
り
で
大
和
地
方
へ
放
し
、
法隆
寺
や
薬師寺
や
東
大
寺
の
辺
り
を
巡
って
ゐ
る
う
ち
に
、
念
に
か
やうた
御手紙
を
差
上げ
たい
気持
にな
り
ま
し
た
。
私
は
い
ま
平
城宮
の
燦
嘘
に
腰
を
お
ろ
して
、
ぼ
んや
りして
をり
ます
。
戦争
中
は、
大和の
多
くの古
寺が
次燈
に帰
する
で
あらうと
と
そ予
想し、
ま
た自分
の
いの
ちも
危
かった
だ
け
に
、
かうし
て
春
のの
どか
な
日
を
ふ
たた
び
古
寺巡
り
して
ゐ
る
身
を
考
へ
る
と
、
夢
の
や
う
危
気
が
い
たし
ま
す。
と
にもか
くに
も自分は
生き残
った
、
さう思
びなが
ら、
私は白
分の
現存
する
生の陵
昧さ
を凝
視
するの
であ
り
ま
す。
無
数
の
民
の
屍
の
後
に
、
わ
づ
か
に
息
を
吹
き
かへ
し
て
ゐ
る
一
本
の
葦
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
。
新
生の
幽
か
な
よろ
と
び
が訪
れて
くる
やうで
もる
hy、
また
悔
恨の
苦
汁が
とめ乞
もな
く漆み
出て
くる
、
身の援
き戸」
と
ろも
ないあ
りさ
ま
で、
私・
は立
ちのぼ
陽炎
の
中に座
してをり
ます
。
昭和二
十二年
十
二月三
十
一日
発行
の非
売品
本は、
一敗真
夜銘、
宮内府
を経
て、
陛下
に
謹坐
され
たので
ある
。
かうい
ふ
とと
は
で
はじ
まる
書簡休
を
書き
上げた日本
人は、
亀井勝
一
郎を措
いて
史上
にゐた
であ
らうか
。
まさに｛会問
の
事例で
な
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ければな
らぬ
。その
第一
の
「書簡」
から
の抄
、
11歴
史の
深さは
1人生の
深さ
その
もの
でる
りま
すo
無限
の解
釈に
堪
へ、
また
年齢を
かさ
ねる
につれ
ていよ
いよ
深
淵と
みえるもの
でるり
ます
が、
私は大
和地方を
めぐ
りたがら
、徐々
に天
皇の
本然の御
すが
たに
ついて思
索す
る
機会
を与へら
れま
した
。私がそむ
に拝
したも
のは
在るが
まま
の人生で
す。戦争と平
和の
区別たく、
貫く
人生
の
悲哀と
喜悦と
惨忍で
あり
ました
。私が
いま
歩い
てき
た飛
鳥京
から
平城
京へか
けて、
と
の地方は
すべ
て氏
挨間
の
政争
と内
乱によ
る流
血の跡
でるの
まず
o多く
の皇
子遼がと
とに倒れ
、無数
の氏挨や
民草
がとと
に暗
縫
たる争
闘
をく
りか
へしまし
た。むろ
ん平穏
な日
もるり
ます
。しか
し平穏
な日
とは
、
内攻せる
血の創
造の
日々で
あり、
氏
族聞
の戦
争と
は、
神抵
の名
と仏の
名を絶
叫し・な
がら
殺しる
ふとと
でありま
した
。
llい
かな
る悲劇も歳
月とともに
忘れ
去られ
、やが
ては
のどか
な観
光の地
と化す、
とれ
が世
の常
なの
かも
しれ
ませ
ぬが
、私は廃
嘘に
立っ
て、
その草
を染めた
上代の
流血の
惨事
を想
起せ
ぎるを
えな
いので
ありま
す。何故
なら、
歴史
の示すと
とろ
は憩ひ
友き人
生の相
であり、
天皇
はつねに
その渦
中に
在し
て、
人生
の辛
酸を
味は
び給
うてを
られ
た
からで
す。どとに
救ひ
がるる
？歴
代の
天皇
の叫
び続
けて
とら
れた
これが
哀心
の御
声です
。人間
の中の
最
も人間
的な叫
びを私
はとと
に聞きま
すo
歴史
の思ぴ出
とは、
悲劇
の思ひ山山で
あり
ませ
ぅ。：史
書と
大和
地方
の
巡歴
から私の
確認した
もの
は、天皇悲劇
の実
在と
いふ
と左でごぢ
いま
した
。
！ーー
ただ
一つ
の決
語と
もい
ふべ
きことは
、天皇
とは民
族におけ
る人
間悲
劇の
至高な
る表
現で
ある
といふ
こと
です
。
現存
する三
つの
勅願寺、
す訟はち法
隆・薬
師・
東大の
三大寺を
、私は
かりそ
めの眼
をも
って
眺める
ととは向
来
ませぬ
。天、皇の
人生
苦の、
とれは
一大記念
物で
あり
ます
o
一一艇の菩
薩像、
一本
の位
、また
礎石
、それ
らの下
に白
骨と化し
北詰
人
mH山首
痛が
限っ
てゐる
、史書
はと
れを静かに喚
び起し、
亡霊
のとと
ばを
伝へ
るのであ
ります
o陛
下の透き
御親
の霊
は、
血旋
の相
刻と、
民の窮
乏と、
自然
の暴
威と、
それら
諸々
の不
安乞
告げ給
ひ、
また
海身
の
御祈
念をもらさ
るるの
であり
ます
o私は
十年間大
和を
巡って
、諸々
の亡
霊の
悲願－玄
関きま
した
。
ーl陛
下よ、
格戦
の日の
玉音
に、
私が
何を
拝関した
か明か
に御了
知下さ
ること
と思ひ
ますo
祖宗
より
伝はり
伝って
きた
民挟の悲
劇の
哀音で
あり
ます
。尊き旧
家の血の流
れより伝は
る壮
重な
働突と
仁愛
の御音
声で
るり
ます
oい
岡、υ
かなる仰決
意φ
もとに、
あの聖
断を
下され
たか
、
私は
ひそか
に拝
察申
し上げ
ま
した
。
滅び
行
く民
族の
先
登に
立
ち給ひ
、
御一
身を犠
牲と
され
て滅
び
を
停止
せしめ
んとし
給うた
拾身
の御
行
為で
ありま
した
。
私は
陛下
の
仰決
意
のう
ちに、
上代む
天
皇の仰
信仰
を
忍び
ま
した
。
国土草木
一
切救
はれ
やん
ば
我にも
救ひ
たし
とい
ふ大
乗②
北部
心
を
。し
かもそ
の顕
現が
、
との
日以
外に・なか
ったと
とに、
私は
陛下の
人間
で
るら
せらる
ると
との悲
痛φ
極限
を拝
する
Cで
あり
ます
。
為政者
軍人官僚
＠
一切
の罪
禍を
、
陛下
はとの日
御一
身に担は
せら
れ
まし
た。
まさに人
聞と
して
o
うつ
つ
に拝
した
古典的受難
の仰
すが
た
を、
私は
生
涯に
bた
って
銘記
するで
ありま
せう
o
：・昭
和二十
一年
五月
、
大和
路に
て
現陛
下の
体験
さ
れた悲劇
の性
質は、
古代
的で
も中世
的で
も‘泣
い、
近代
市民
社会
に
おけ
るそ
れで
もた
い。
きはめ
て旦〈
様の
もの
で、
いふ
・なら
ば軍
部独裁
権力
の
ジャ
ナー
リズム
の魔
術性
に基
づ
く。
天皇
崇拝
の完
壁化
・
普遍化
によ
っ
て行
は
れた
天
皇濫月
で
るる
o
ナバ
て濫
月は、
美徳
をも
悪徳
と化
ナ。
どの
やう
な真
理で
も
虚
偽へ
転じ
させてし
まふ
。
現
陛
下は
との
犠
牲で
あ
った
o
濫用
乞経
て疎
外さ
れ、
結呆と
して
一種
＠
政治
上から
す
る人
間失格
で
るる
o
それ
へ附
与され
る名が
神で
あっ
た
。
天皇
とは
天
皇にす
ぎ友い
ので
るって
、
天皇
制で
はた
い。
日本
ユ
ニー
クの
芸
術思
想で
るる
。
国民
が天
皇に
対し
てする
自己
表現
は
、絶
対自
由とた
った
。
各人
が自己
＠
主体
牲
に、お
いて
、
「天
皇」
を一認
識す
る可
能
をも
った
とと
で
ある
。
天皇
が日
本国
民統合
の象
徴
で
あ
る
とい
ふととは
、愛
情C
アナー
キー
を前
提と
し、なければ
ならな
い
。天
皇「主義者
」
とい
ふ方向
が、
と
れか
ら存
在
し
ては
ならゑ
い。
昭和二十
一
年十
月、
「憲法第
一条
」
を書
いた
。
天皇
創治
論で
ある
。
ーーー
天皇
は日
本国
の
象徴
であ
ると
い
った
とき、
私
は
と
のと
と
ばの
うち
に何
を見る
か
。
歴史
・古
典
・
伝統
・未
来の在
り方、
そ＠
一
切が
浮ぶ
。
つま
り象
徴と
いふとと
ば
は
、思ひ
出
と希
望左前
旋
とし
て
ゐるの
だ
。
さら
に
い
ふ左らば
、
私は
「天
皇」
を創
浩し
申し上
げね
ば
たらぬ
。
！ーー
私は
二十
代に
は共
産主義
の信
奉者
で
あっ
た
。
政治
的には天
皇制
の
否定
論者
で
るっ
た乙とはむろん
だ
が
、
その
と
ろの
心
粧を
か
へり
みる
・ならば
、
天皇
と
はか
くの
如き
存在
宅な
りと
厳しく
限定
され
、
そと
に私の
自主的た
創造力
が
完全
に封
ぜら
れてゐ
たと
とへ
の
、
精神
の反
抗
も
あっ
た
・：
o
さう
い
ふ状
態か
ら転じ
て天
皇の
仰真
姿
を
私の
う
ちに
ほん
たう 仰
ぐに至
るまで
には
、
少く
と
もさう
感
噌するとと
が
出来
る
まで
には
、
十年
の
歳月
を必
要と
したの
であ
る。
私は古
典左
よ
み、
歴史
をしも
べ、
大和
地方を
十年間
歩
いた
。
ζの歳
月す
ら短
いと
いへ
るのだ
が
、
しか
し
む
の経
験は
、
私を
して
次の
やうに
言は
し
むる
ので
ある
。
）決
白由
化
凶山
、、必れ
ぞゆ
バ
－dd
mw
怖い必
く
、
形式
的に
仰
ぐべ
き
も
ので
も
な
く
、
いかチ
ドい
か骨
骨向山
hm－於か
。骨骨
秒間リ
hド
炉
いて
発見
され
ね
ばなら
ぬる
る思
想
なの
だと
。
・：私
にと
って
、
発見
とは
創
造で
る
る・
：そ
と
に愛がる
る。
ーl私
は
浄土真
宗で
謂ふ
「同向
」
と
いふ
思
想を
最
も
尊ぶ
。
：・
4料品即
mいあ
hbト
凶ゲグ紗
岳
、ハ｝い
ひか
か
除
、
天皇
とは
私
に
とっ
てま
づ
かか
る具
体的
な御
存在
で
あっ
た
。
たと
へ
ば高葉
集
の
天皇
相問、
るるひ
は勅
願寺
の壮
厳に接
して、
美
と信
に
対す
る
最初
の開
眼が
行は
れ
たの
であ
り、
天皇
とは
私
にと
っ
てい
はば
愛情
の
体験
で
るっ
た
。
ll天
皇と
は私
にと
って
、
苦労
し
て再
発見さ
れねば
なら
ぬ
思想
でる
り、
とれ
は未
来永
劫
に
つづく
。
私は
との
思
想を
おほ
みたか
ら
天皇
思
想とよ
ぶ
。
天皇
思想
とは
何か
。
一一
一一口に
して
い
ふ
ならば
、
「怒
一冗の
愛育」
をその
最
大の根
拠と
する
とと
な
くし
て
は存
在意
義を
有せ
ぬ態の
、仁
愛の
思
想で
るり、
一
切摂
取不
捨
の祈
願で
ある
。
そ
の成
立過程を、
私は崇
神
垂仁
帝よ
り、
聖徳太子
の大
乗
思想
によ
必
深化
を経
て、
天
吠
聖武両帝に
いたるあ
ひだ
に見る
o
さら
に重
大な
とと
は、
との過
程は
、
同時
に天
皇におけ
る人
間
悲劇
の
自覚過
程で
るっ
たと
いふ
とと
で
るる
。
「努
一冗の愛
育」
といふと
とば
は、
祭神天
皇登
極の
詔に
はじま
る。
この
成立
の基
唐は
、
国内
不安
1！
神
への
畏れ
！請
罪
の危
機の
意
識で
あっ
た
。
怒一
冗の愛
育か
ら人
間自
覚へ
、
とと
に
天皇
の
本質
形
成があり、
天皇
思想
の発
生があ
る
。
「同床
共殿」
の離
脱と時
を同じくす
る。
天皇
は神と
し
てで
なく
神帽を信
やる
人とし
てる
らはれ
たの
が、
崇神
天
皇の御
代
でる
る。
天皇
思想
の展
開と
は、
「努
元の
愛育」
思想
の展
開で
あり、
と
れが天
皇氏
族家
の血
縁相
刻の
もた
らした
悲槍事
によ
って
深刻、な陰
磐を与
へら
れ、
儒学
と
仏
教と
に、
道徳
としても
信
仰とし
て
も、
表現を求
めた
の
でるる
o
まさに
天
皇思
想
は人
間と
し
ての
天皇苦
から
胎動
し、
同時
に天
皇信仰と
天皇芸
術と
を可
能に
した
主導
契
機で
もあ
る
。
しか
も
「務
元の愛
育」
とは、
ひと
へ
に天
皇み
づ
からに
と
って
無
窮の
祈願
で
なければな
ら
ない
。
との
天
皇個
有の危
機感
覚に
即し
て、
聖徳
太子の
大乗
思想
は、
天皇
思想
の深
化確
立に
決定的
な役
割を
果した
。
かう
い
ふ史
的過程
に
、現
憲法
が
いふ
ととろの
「日
本国
民統
合の
象徴」
の始
原的
な
叫が
るる
o
11天皇
は、
古の
飛鳥
京、
あるひ
は京
都に
遷都
さ
るべ
きで
るる
。
明治
天皇
を幕
府の
遺構た
る江
戸城
に
お迎
へ
した
の
，hu 
が既に
あやま
りで
る
った
。
天皇
は政
治の
地より離
れ
、
古
典の
地に
在
して
、
ゐが
美と
信
仰の
たっか
しい
思
ひ出と
して御
存在
るそ
ばさ
るべ
きで
ある
。
叫刊紙祭犯
を行
じ給ひ
、
神宮を
祭られる
とと
は祖
宗の
神霊
に対す
る
当
然
の
仰
挙
措
でる
る
が、
明治
以後
の
ご
とく
、そ
れが政治
閥
によ
って
排他
的訟御
挙措
と
化し
て
はなら
な
い。
神道絶対
と
は
、
わが
歴史
を歪曲せ
るも
のの
妄断
でる
る。
月明
天皇
以
来、
歴
代
の至
尊に
して
、
仏教
を尊
び、
仏道
に帰
依
され
し
方
も決し
て
少くな
い。
その御
信仰
の宿
る勅
願
寺をも、
同様
に供
養
さる
べき
む
とは
、仏
教徒
の多い
日本
国民
の
念願
で
ある
。
・：
さ
らに今
後は、
基督教
に
つい
ても
、
上代の
天
皇の仏
教に
対し
給へ
るご
とく
、
深甚
たる
仰心
を
傾
け
ら
んとと
を私
は期
待申
し上ぐ
る
。
更
に古の
大和
の地
に在し
て、
諸
の々
尊
き遺品遺
地を
擁
らせ
ら
れ、
飛鳥
の
塁の辺
りに、
’古
さ
ながらの相
関
歌
を
詠
ぜ
られん
とと
を。
嘗てあ
りし
日の天
皇
のご
とく
、自
由
たる
人
皇と
して
、
美と
信仰
の
一現
に在
す古
典
的仰存在
とし
て、
民の
信愛
を受け
給
はん
とと
乞。
との
「憲
法第
一条
」の
最
後の結
語とそ
、
天皇創造論
のクラ
イマ
ッ
クス
であ
り、
エッ
セン
スで
もあ
る
。
あ
たか
も世
に
も無
こ
の微
妙の
行情
詩
で
さへ
ある
。
高葉集
の
長
歌
以後、
絶
えて
日本に
は‘なか
った
と
とろ
の天
皇須
歌の
絶唱で
あ
る
。
か
の柿
本
人
麿
が
、「
大君
は神に
し
ませ
ば
・：」
と菰
詠した
が、
いま
亀井
勝一
郎は、
「陛下
に捧
ぐ
る書
簡」
を
滴
々
血涙
唱を
に
じ
ませ
てか
き
綴り
、
近代
相聞
の
一つ
の
典型
として
、
散文
詩化
してゐるの
で
るる
。
余人
の企
て及ぶ
と乙
ろで
は
な
い。
「大
和古寺
風
物誌」
の系
列発
展
とし
て、
「美
貌
の
皇后
」が
るる
。昭
和二
十五
年の
二月
から八
月に
わ
た
って
の
紀行で
あ
る。
その
録
するも
の
・：美
貌の
皇
后
・中
尊
寺・
吉
野
の
山・
飛
鳥路
・
桂離宮
・
佐渡
が島
・
古塔
の
天
女・
千代
田城・：
の八
篇で
ある
。
その
新
潮社初版本
の後
記
、
11歴史
と古
典
を
、そ
の実
際の
地に
臨んで眺
め調
べ
ると
とは
、
やが
て日
本人と
いふ
自己
を知るよ
すがともな
るであ
らう
。
過去
の
歴史
の
うち
には
、
未来
の生
の
秘密
も横は
って
ゐる
。
・：
眼を凝ら
して
みれ
ば、
歴史
といふ
ものは
無
限に深い
ので
ある
。
：・
古典
の
地にひそ
む
古人
の息
吹は深
く
大き
い。
ll歴史
と風
景と古
蹟古
美術
の
そろ
った
ととろ
とい
へば
、
大抵
は関
西に集中し
てゐる
。
結局奈良
・京
都、
あるひは
その周
辺に
とど
ま
るの
はやむを
えた
い
が、
私は・な
る
べく
全国に
わ
たっ
て
さ
うい
ふ地
を歩い
てみ
たい
と
思っ
た
。
戸、叫にd
改め
て
日本を知
りたか
ったの
でるる
。
との
歴史的
自
然は
、と
とごと
く現代
精神
の
生態
で
ある
。
日本
一的
な
あまり
に
日本
的な実
存の
し
かた
－を
し
てゐ
る。
さう
いふ
認識
が、
いま
まで
の闇
黒の蒙
を
思い
てくれる
ので
るる
。
美醜
を
のり
超
えた
純
一美
、
善悪
を
つき
ぬけ
た至上善
、
真
偽を
き
りひ
らい
た
絶対真、
とれ
ら
すべ
てが
、
日本
へ
の
「愛」
そのも
の
に
貴か
れて形
成さ
れて
ゆく
。
昭和
十
五年ご
ろの
欝演
「美と
信仰」
の中
で、
il歴史
を
語り
古典
主
阿る
といふと
とは
、
死せる
人を
生
ける
人の如
く語
る
といふ
ととで
ある
。
それが文
学の場
合に
は
、生
きた
描写
といふと
とに
もたる
ので
る
り
ます
。
古典
と申
しますと、
過去
の
もの
とい
ふ感
じ
が直ぐ起
き易い
のでる
ります
が
、
ほん
たうに
あ
る人
物を愛した
人にと
って
過
去と
いふ
感じ
は・な
くて
、
今さら
な
がらに生
き
て
ゐ
る
。
さうい
ふ生
きた感
じをも
って
それ
に接
触
するに
至るで
せ
う
。廃
嘘に
立っ
た
時の愛
情の
深さ
は、
招魂
の作
用
品ゲ一
す
る
。
亡霊
はよ
みが
へっ
てさ
たがら
に目
己の働
突を
伝へ
るのでる
り
ます
。
とれ
を心に
うけ
とめ
た
とと
ろ
には
じめ
て復
活
がる
る
。
それ
を永遠の
生命
と
い
っ
ても
よい
で
せう
o
との
知性
は1
単に観
念表出
と
してでた
く、
みご
とに
芸術
へ
昇華
され
、
光彩
陸
離と
し
て言
々
句々に
も、
香気
を
放つ
の
でるる
。
亀井文
学
の
窮極
すると
とるは
何か
。l
ま
さし
くそれ
は
、「
生命
讃歌」
であ
る。し
かも「
・：
生
命の
束
の間
の
相を凝
視し
た
とき
、
一一唐
華や
かに、
且
つ無
限の憂
愁を
伴っ
て奏で
らるる
もの
だ：
・。
」と
いふ
とと
るに
在る
。その
生
命と
は、
自
己
個人
と
して
も
、ま
た日本
民
族とし
ても
、
暖劫
の凝
視
力の
もと
に照
らし
出さ
れる
もの
でる
る
。
したが
っ
て亀
井
勝一
郎
の
全著
作
を
通じ、
さうい
ふ二
つ
の序
列に、
表現
の
立場
・精
神の系
譜を分
ける
ととが
、
可能に
ならう
。
まづ
歴史上
のもっ
と
も
尊
殻
す
る人
物を書
くこ
と
（歴
史へ
の愛
の窮
極の
すが
た
として
：一
）
0つ
いで自
己の精
神
間歴
の列
伝を誌
すと
と
（誰
び
との
心底を
も貫道し
てゐ
る始
原
の
歴史感覚と
して
：・
）
0「
聖徳太
子
」
・「
親驚」
・
「三
人の
先覚者」
・
「島崎藤村
」
は、
史的
人物
の
偉大
な一
間像
であ
り、
「わ
が
精神
の遍
歴」
・「
愛の
無常に
ついて
」
・
「現代
人
の研
究」
＠
「知
識
人の
肖像
」
が、
自己
の
青春
慎
悩の
記録と
して
成立
してゐる
。ほ
かの
どの作
品で
も、
すべ
てこの二つ
の序
列の
中間
位
にあ
る
。
「批
評の
最
高は、
讃歌
をか
く
とと
に
つき
る：
・。
」と
も説
く。
彼の
歴
史哲
学の
基
盤は、
次の
六
つの
範
噂
に
規定す
る
ζ
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とが
可
能で
あらう
0
1愛
惜の
情
展史
研僻んは、
単に
歴
史事
象に践
する知
識の
集
積
・整
理
にあ
る
ので
はな
く、
過
去か
ら現
在を
経て未
来に
およ
ぶ
実人
生
の検
討に
るる
。
その前
提条
件と
して、
「愛
情の
情」
が
、なけれ
ばな
ら
ない
。
歴史
といふ
もの
が
、人
間愛
情の書
とたる迎
由で
るる
。
思ひ出の
回帰点
遁去
の
人聞
を浄
化し
て感
じ
させ
るも
の
とそ
、
思ひ
出で
ある
。
史上
人
物を
現
在
時に新
生
させる
一
一穫の
芸術行為
であ
る
。
故人
の
一
念不
滅
歴
史と
は、
故人
の霊
の祭
典で
る
る。
史観
は根本
に
、おいて
信
仰に貫
かれて
ゐeな
くて
は訟らた
い
。
といふ
わけ
は
、
との歴
史と
そ故
人の
一念
（・
：生
前に懐
いてゐ
た
希求
・理
想・
願
望：・
）
が、
存続
し持
続され
て
ゆく場に
他
たら
ない
からで
るる
。
語り継釘c一
一一円ひ
っぐ
もの
歴見
の
構造
も機
能も
、
祖先
の見
えな
い
霊的
作用
とし
て子
孫の
血肉の
中に
伝承
さ
れて
ゐる
。
さ
うい
ふ知
性が
、
継ぐ
とい
ふ意志
を展開し
てくるの
である
。
過去
と現
在と
の関
係
’
過去
と
の
時空関
係が
彩
と化
すの
は
、
歴史
へ
の愛の
窮
極
に、おい
て、
可能
になるた
めで
ある
o
愛に
とっ
て時間は
虚妄
であ
り、
過去
とは
愛の
退転冷
却で
るる
。
受難
と復
活
歴史
の
主軸を
なす
と
とろ
の古
典・
遺
壮・
遺
物・
諸伝
承形
態は、
．す
で
に荒
廃の
まま
に埋
波放棄
されて
ゐる
。
い
ふたらば
、
歴史
の
受難で
るる
。
その
受
難の苦
哀を自
己の
身証と
して
肝銘
すると
とろ
に、
復活
の祈
念が
きぢ
す
ので
るる
。
精神
の廃
境に
立っ
て、
再生を合
掌
する
とき
に、
はじめ
て絶
える
と
とのな
いルネ
ッ
サン
ス
、
古く
し
2 3 4 5 6 
て恒に
新
しい
久
遠の
現
在感
が享
受され
るの
であ
る。
たほ
と
れらは、真
と
善
と、
美
との
三
位一
体観
に包
摂帰
納さ
れよ
う
。
と
と
ろが
とれ
まで
の日
本の
歴
史研究
は
、「
善
」の
羅
列に
偏
重し
す
ぎて
、
それ
ゆゑ
に
－J一患」
とい
ふも
の
を意
識す
る
とと
は
、不
可能
で
るった
。
さうい
ふ
態度
批判
と
し
て
、「
真」
の這
求が
はじ
ま
った
わけで
るる
。
けれどもま
Jた
そ
れが、
「偽」
の
暴露
に傾
倒し
す
ぎる
現況
に到
って
ゐる
。
と
とに
、お
い
て認
知したけれ
ばな
らぬ
乙と
は、
醜の
上に立つ
「美
」
への
祈り
↓「
信」
であった
。
「信」
が与
へ
る透
徹し
た暖
劫の凝
視カ
で
るる
。
思想家
亀井勝
一郎
の資
質は、
いふ
まで
もな
く詩
人で
る
る。
しか
も一
間期的
の叙
事詩
人で
ある
。
彼の
文
明批評
は、
まさ
に務
代不
世出
のもの
、
よって
も
のす
る評
論は、
雄勤
にし
て細
綴
・委
曲に
して明
断、
そ
の感
性は壮
麗の
致乞
極め、
表現
また
絶
妙で
ある
。
とと
に何
ごとに
もま
さ
る深
甚に
して
博大た
人間
観、
烈々 …餓
え立
つ
生の
気腕、
神に
迫る
知性
との
対
決、
もう
すべ
て
が古
今最
高の
詩人
と類
縁を
同じ
くし
てゐる
。
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